
水圧だけで作動。補助駆動力は
一切不要です。

改良パイロット弁により、直列設
置や過少流量時のハンチングに
も抜群の効果を発揮。

弁作動も極めてスムーズなので
ウォーターハンマー対策も完璧
です。
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対策万全

スミダの減圧弁は、高低差の大きい地形を縦断するパイプラインや、高圧本管から低圧分水したい場合等の圧力調
整、あるいは一次側圧力の変動にかかわらず、二次側パイプラインの水圧を一定保持する場合の圧力調整装置とし
て役立ちます。

水圧だけで作動
設定圧力と二次側圧力の差圧を感知して自動的に調圧することが可能な為、制御用の補助駆動源は一切不要。

ハンチングを制御
特殊なバランスパイロット弁により、ハンチング現象が発生しやすい、同一管路での直列設置や、過少流量時の
ハンチングにも抜群の効果を発揮。

ウォーターハンマー対策
シングルチャンバー型ダイヤフラム方式の採用により、スムーズな緩動式開弁作動が可能となり、ウォーターハ
ンマーの発生を抑制。

静水圧もコントロール
二次側の流れが静止しても、自動的かつ完全に止水。二次側圧力を常時設定圧力に保持します。

軽量コンパクト
一切の無駄を省いた軽量、コンパクト形状で維持管理面でも容易に作業ができる構造になっています。

■用途



 二次側圧力が上昇した場合（夜間等で使用流量がない場合）

パイロット弁は設定圧力を超えると
「開」から「閉」状態になります。

一次側圧力の逃げ場がなくなる為
ダイヤフラム上部の圧力が高くなります。

主弁体は広角ダイヤフラムによって
押し込まれ、閉状態になります。

二次側圧力が低下します。

作動説明

閉状態

 二次側圧力が低下した場合（使用流量が増加した場合）

パイロット弁は開状態にあります。

一次側圧力は二次側圧力に解放される為

ダイヤフラム下部の圧力が打ち勝ちます。

主弁体が開状態になります。

二次側圧力が上昇します。

開作業状態

水
圧
力
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